
憧れの９Ｒ５９とＴＸ８８Ａ     DE JA1WOB  斎藤 章 

ＪＡ１ＡＭＨの高田氏が「９Ｒ５９とＴＸ８８Ａ物語」の本を出版されました、

高田氏はミズホ通信の代表者である事は、各局もご承知と思います。 

私が三十数年ほど目前に町田市からＱＲＶしていた頃に、高田氏はミズホ通信

を創立して、グラスファイバーの中にワイヤーを入れて製造した 144ｍｈｚの

5/８λモービルホイップを製造/販売していた頃に知り合いました、その後ミズ

ホ通信の工場へ遊びに行っては修理アルバイトなどをさせて頂いたりして、好

意にして頂きました。 

その高田氏が出版した「９Ｒ５９とＴＸ８８Ａ物語」をＣＱ誌の出版紹介で見

た途端に読みたくなりましたが、一般の書店では扱って無いと思い、秋葉原ま

で行かなくては買えないと思っていました。 

しかし会社の帰りにふと本の事を思いだして、小作にある本屋さんに立ち寄る

と、な、な、 なんと本がありました。 

そして表紙には、あの９Ｒ５９とＴＸ８８ＡとＳＰ５の写真と「わが青春の高

一中＋８０７シングル」の副題が書いてありました。 

そしてページを捲ると大変綺麗な９Ｒ５９の正面・背面・ケースを外した上面・

下面の写真がありました、もうこれは買うしかありません、即レジへ直行しま

した。 

ＪＲ青梅線に乗ると早速、本を開きました、１ページから１６ページまで９

Ｒ５９・ＴＸ８８Ａ・ＳＰ５・ＶＦＯ―１・ＣＣ－６・ＣＣ－２やコイルパッ

クＫＲ－４３０やＩＦＴ、さらには真空管の８０７・２Ｅ２６をはじめ９Ｒ５

９・ＴＸ８８Ａに使用されている真空管の写真が綺麗に写っていました。 

ナツメロを聞くと、その当時にタイムスリップする感覚と同じ様に、９Ｒ５９

やＴＸ８８Ａの写真を見た瞬間、私は丸刈り頭のラジオ少年になっていました。 

ＪＲ青梅線の小作から西武線の武蔵砂川までは乗り換えを含めて３０分位です

が、夢中で本を眺めている内にすぐ武蔵砂川に到着してしまった様な感じでし

た。 

 

 私が無線に興味を持ち始めた高校一年当時の日本で標準的なリグであったの

が、９Ｒ５９とＴＸ－８８Ａでした、しかしこれらのリグを自分の購入にする

事は出来ませんでした、高校生の身分で完成品が３３，０００円、キットです

ら１８、５００円の９Ｒ５９は高嶺の花でした。 

昭和３８～９年当時はＳＴ管の５球スーパーラジオがゴミとして出されている

事があり、壊れたＢＣ対帯の５球スーパーから部品を取り出しては短波ラジオ



に改造して、７Ｍや３．５Ｍを聞いていました。 

そして、ＳＴ管の５球スーパーには満足出来ずに、キットの９Ｒ５９を仕入れ

るべく、アルバイトと小遣いを貯めて購入しようと思い頑張りました。 

１２、０００円貯まった所で、友人に相談した所、秋葉原へ行って粘れば９Ｒ

５９のキットなら買えると云う事になり、二人で意気込んで出かけましたが、

１８、５００の４割引きに相当する１１，０００円台の値引き交渉は失敗に終

わり、店のオジサンの薦めで９Ｒ５９のジュニア版として発売中のＪＲ２００

を購入する事になりました。 

この本に因ると９Ｒ５９は昭和３６年から発売を開始して昭和３９年頃からは

ＪＲ６０に移行の時期であった様でＪＲ２００もこの時期に発売開始していま

す。 

ＪＲ２００は高一中一でＱマルチは無く１４、５００円でたしか１１，０００

円で購入したので定価の２割引でした、９Ｒ５９の２割引きは１４、８００円

ですから、あと３ケ月くらいバイトや小遣い節約で購入出来たのにと、今は思

いますが当時は１日でも早くメーカー製のＲＩＧがほしかったのだろうと思い

ます。 

 ＪＲ２００持ち帰り完成品であれば早速電源を入れてみる、となるのですが、

あいにくキットなので自分で配線をしなければただの箱です。 

学校から帰ると直ぐに半田ごてに火を入れて、電源周りの配線から始め、抵抗

やコンデンサーの半田付け開始してから、３日位で完成したと思います。 

キットに真空管は付属して無いので真空管は別に用意する必要がありました。 

少しは手持ちの真空管も在りましたが足りない球もあり、新品は買えないので

杉原商会（現・杉原電子）へ行ってはジャンクをあさり安い真空管を購入した。 

当時の杉原商会は現在の立川市砂川町ではなく、立川の南口から国立方面へ歩

いて 15分位の所にありました、床は無く地面に屋根と囲いがある、物置みたい

な所に米軍放出のジャンクが雑然と棚に置いてありました。 

そしていよいよＪＲ２００の電源が入り音が聞こえてた時の喜びは今も忘れま

せん。 

そして、夜になってパイロットランプの光に映しだされた横行ダイヤルの周波

数標示文字がとても綺麗で今もハッキリ覚えています。 

後に幾つもの無線機と出会いますが、９Ｒ５９やＪＲ６０、我がＪＲ２００の

夜間照明に映しだされた横行ダイヤルの周波数標示の美しさは一番です。 

ＢＣ７７９やＪＲＣの業務用受信機を使用した事がりますが、いかにも通信機

らしくてカッコいいけれど美しさが無いと思いました。 

 ＪＲ２００で本格的にＨＦのＳＷＬを始めると、１エリアは勿論日本全国の



アマチュア局が聞こえてきました、ＡＮＴは当時一番入手し易い３００オーム

のＴＶフィ－ダ－で７Ｍ用のフォ－ルデットダイポ－ルを竹竿のポ－ルに設置

しました。 

そしてＳＷＬカ－ドを発行して、ＱＳＬカ－ドが届いた時は興奮しました、返

信用封筒も付けずに、自作の汚いＳＷＬでＱＳＬカ－ドを送って頂いた局には

頭が下がります。 

ＪＲ２００は高一中一のシングルスーパーで９Ｒ５９にあったＱマルチは無し

ですが、それなりに満足して使っていましたが、やはり高一中二仕様に改造す

る事にしました。 

９Ｒ５９の特徴であるＱマルチは、当時出始めていたＳＳＢの復調には良く混

信に有効であるとの認識はありしたが、ＳＳＢ局はまだ少なくてＢＦＯでの復

調出来るし、混信の中から目的の変調信号を聞くのは自分の耳を訓練すれは良

いと考えていたので、Ｑマルチの増設は無しでした。 

ＪＲ２００の 1ｍｍの鉄板シャ-シにＩＦ一段を増幅する為にＩＦＴとＭＴ管

の穴を開けるのですが、当然電気ドリルなどは無く、ハンドパワ－のドリルで

ごりごり開けました、そしてリ－マ－とシャ－シパンチで穴を大きくしてヤス

リで削り仕上げました。 

更に９Ｒ５９仕様にする為に、前面パネルにあるＡＶＣ-ＭＶＣ－ＳＷやＡＮＬ

-ＳＷをスライドＳＷからスナップＳＷに変更したり、ＩＦ-ＧＡＩＮやＡＮＴ

トリマ－を取り付る為に前面パネルもハンドパワ－のドリルでごりごりしまし

た。 

そしてＱマルチ無しで高一中二の９Ｒ５９仕様に改造しましたが、耳で聞いた

感じでは改造前と格段の改善は感じませんでしたが、開局後のリグ紹介の時に

「受信機はＪＲ２００を改造した高一中二です。」を言いたかったのだろう。 

 ＴＸ－８８Ａには全く入手は困難なので、学校にあったＴＸ－８８Ａを夏休

みに借用してＪＲ２００と並べてみたら、さすがトリオの製品ですね高さはピ

ッタリでとても、FBでしたので記念写真を撮りましたが白黒写真で部屋も暗か

ったためイマイチでした。 

開局時の送信機は自作で、終段は２Ｅ２６Ｓ変調器は６Ｌ６ＰＰをリ－ドのＡ

Ｓ－２のケ－スに収めました、電源トランスはアルミのシャ－シに裸の状態で

取付けました。 

1966年 3月、ＪＡ１ＷＯＢ開局当時の無線設備は受信器 ＪＲ２００改造 （高

一中二）+ クリコン 43Ｍ-＞7Ｍ送信器 終段は２Ｅ２６Ｓ変調器は６Ｌ６Ｐ

Ｐ 電源部 送信器 

 



 開局当時の無線設備の写真をご覧になりたい方は、白黒写真ですが 

URL http://www.geocities.jp/ja1wob/old1.htm でご覧ください。 

 

 ＪＲ２００を改造して高一中二にはなりましたが、９Ｒ５９やＪＲ６０のダ

イアル付いてたフライフォイル機構が無いため、メインダイヤルやスプレット

ダイヤルを操作した時重圧感が無く、学校や知合いの局で９Ｒ５９を操作する

時は、ダイヤルの重圧感を楽しんでいました。 

後になって使用した、ＢＣ－７７９やＴＳ－５11 や FT-101 などに様にギヤダ

イアルの感覚もＦＢですが、私は９Ｒ５９の糸掛け方式のダイヤルにフライフ

ォイルを付けた横行ダイヤルが今でも好きです。 

９Ｒ５９の後続機９Ｒ５９Ｄは横行ダイヤルが無くなり、同調は大型の 2重ツ

マミとなり通信機らしくなったが、私の好みのデザインでは無くなりました。 

ハムフェアーやハムショップなどで、９Ｒ５９を見掛けると今でも欲しくなり

ます、正に我が「青春の９Ｒ５９」です。 

そして、ＪＲ２００を現有している局もあり羨ましく思います。 

真空管の高一中二受信機コレクション URL 

http://members.jcom.home.ne.jp/0355667201/ 
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